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自己紹介
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●地元の小中学校を卒業

●名寄高校に進学
野球部に所属3年間
野球に打ち込む

●拓殖大学北海道短期大学に進学
環境農学科 花園芸コースで
農業の基礎を学ぶ

●実家(有)東野農園に帰り就農

●現在31歳 ３児の父親

父母 祖父母
自分の家族
の９人家族

休みの日は子供
と遊ぶのが楽しみ

有限会社東野農園
東野 克樹



農家になったきっかけ
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◆農家になったきっかけは

長男なので何となく実家をつぐんだろうな～と漠然と
考えていました

◆明確に農家を継ごうとしたのはなぜ

父親が農協の常勤役員になり、常時農作業ができなく
なったので、そこでしっかり継がないと思ってました



聞き手を引き付ける

◆どんな作物をどのくらい作っていますか

●もち米 16ha

●切り花 サンダーソニア・トルコ桔梗・ユリ
ハウス15棟
エリンジューム 30a

●スイートコーン 1ha

●アスパラガス 40a

●寒締ホウレンソウ ハウス7棟

●カノコソウ 1ha



カノコソウの栽培について
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◆栽培を始めたきっかけ

大学卒業して実家に帰ってきたときには父が栽培していた
だいぶ機械化も進んでいる状態で引き継いだ

◆継続して栽培している理由は

買取単価が高値一定であるので収量が多く取れれば収益性が高い
しかし、収益が低い時もある



◆栽培で苦労している点は
道北地域は雪解けが遅く、気温も上がらないため畑がなかなか乾かない。
砕土がうまくできなかったりして畑を早く作ることができない。
並行して苗つくりを行っているが、畑ができないのに苗を作ると苗が
弱る

◆定植時のこだわり
定植深度にはこだわっている
深すぎてもだめだし浅くても良くない
ある程度萌芽した葉を地上部に出す必要があり、うまくいかないと生育に
影響が出る



◆収穫・洗浄加工調整で苦労している点は

収穫時の土の乾き具合でそのあとの
洗浄加工調整に影響してくる
10月に入ると畑が乾かなくいい条件
でなかなか掘り取れない
収穫時にどれだけ土を落とせるかが
ポイント

洗浄加工調整は１０月～１１月に
かけて行うので、寒い時期に
水作業を行うのでかなりの重労働



◆課題

●定植時の畑と苗の条件が毎年直面する課題
●収穫量が安定しない
出来が悪くても肥料や農薬などのかかるコストは変わらない
●昨年は面積拡大することで丁寧な管理作業ができなかった

◆課題解決のアイデア

●定植面積の1/3を秋に鉢上げをして定植した
生育に安定感を持たせることができ肥料・農薬等
の費用を抑えることができると思う
●面積を追うよりも少ない面積でしっかりとした栽培
体系を確立してから面積の拡大を目指すべき



◆どのくらい儲かるの

平均的な反収量で

◆スイートコーンの 3倍

◆水稲の 6倍

手間はかかるけどかけた分だけ収穫量に跳ね返ってくる
高収益作物

手作業が多いのでいきなり1haなどの面積を栽培するのはお勧めしない



◆作ってみてよかった点 難しかった点

●よかった点
なんといっても高収益な作物
しっかり管理して収穫量を上げることができれば収益の柱になる

●難しかった点
春先の定植はほかの作業とかぶってくるので他の作物との
バランスを考えながら行う必要がある

今後秋植えも検討して、春先の作業低減を図っていきたい



使っている設備や農機具
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◆使っている設備 ※洗浄を行うのに水を大量に使います
●地下水

●ポンプ

●株のスライサー

●土ふるい機

●水洗トロンメル

●洗濯機

●乾燥機

●汚泥沈殿槽



◆使っている農機具
●トラクター

●ロータリー

●ブロキャス

●アッパーローター

●スプレーヤー

●ハーベスタ

●デガー

●散水機

●乗用テーラー

●ポテトタッパー

●テーラー



ありがとうございました
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